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Greeting 

代表ご挨拶 

株式会社 インフィニティ/インプルーブ 

代表取締役社長 大畑 祐貴  

 コロナが落ち着いてきて、段々と暖かくなり、春の訪れが楽しみになってきた3月、皆様いかがお過

ごしでしょうか？私ごとにはなりますが、10年参加している異業種交流会「若鯱会」にて令和5年度

の委員会の委員長を行うことになり、1年間21人の仲間と共に事業を創っていく喜びと責任感を感じ

ています。今までも委員会スタッフは経験していたのですが、立場が変わることで、考える範囲や責

任、見えてくることが違うのだなと、今更ながら実感する機会になりました。考えや年齢、経験、性

別が違うメンバーをまとめて目的を達成するには戦略が必要で、先々のことを仮説を立てながら修正

していく経験は企業経営でも活かされるのだなと、ワクワクしています。 

 

 さて、我々インフィニティでも「モノ売り」から「コト売り」へシフトしていくために、戦略を練

りながら活動しています。おかげで売上自体は半期で前年度を上回り、スタッフも少しづつ俯瞰視点

を意識できるようになってきました。これもひとえに前向きにビジネスに取り組まれ、尽力する機会

をいただいているお客様のおかげです、改めてお礼を申し上げます。 

 

 さらにお客様の成長促進をお手伝いできる方法はないかを考えていた際、私自身が困っていた課題

を解決できるサービスを創れないかと思い至りました。中小企業はヒト・モノ・カネが潤沢にはあり

ません。その中で手助けになってくれるのが「助成金/補助金」です。ですが、どちらも 

 ・ 相談する相手がバラバラ（助成金：社労士事務所 / 補助金：中小企業診断士）になってしまう 

 ・ なかなか情報をコンスタントに提供してくれるサービスがない 

 ・ 国の助成金/補助金はサポートしてくれても県・市までカバーしてもらえない 

などの問題点を感じていました。しかも単発で申請することが多い助成金/補助金を、毎年申請してい

くプロセスを創れれば人材採用/育成や組織強化に「助成金」を、ビジネス促進/新規ビジネス創出に

「補助金」を活用し、経営計画に組み込んでビジネスを推進していくことができるのではないか？ 

更に経理/人事/総務などのバックオフィスが「助成金/補助金」獲得プロセスを毎年実行できれば、売

上に貢献する新たな喜びをバックオフィスメンバーにキャリアアップとして提供できるのではない

か。上記のような想いからインプルーブ/インフィニティ共同プロジェクトとして生まれたのが

「SUISHIN（スイシン）：助成金/補助金コンサルティングサービス」です。 

現在、同じような課題を抱えたお客様や同じ想いを共有してくれるパートナーが徐々にサービスを広

めてくれています。もし同じような課題を持っているお客様がいれば是非お声がけください。 

 

 「早く行きたければ一人で行け、遠くへ行きたければみんなで行け」、1人ではできないことを会社

のスタッフと共に、もっと遠くの目指す未来へ向かっていくために、お客様とパートナーと共に。 

相互で共創できるキッカケ創りを2023年度は目指したいと思います。 

「早く行きたければ一人で行け、 

遠くへ行きたければみんなで行け」 



Management Information 

頭を整理し俯瞰で戦略を伝える：マンダラチャート 

 皆さん、マンダラチャートというフレームワークをご存じでしょうか？ 

マンダラチャートとは、9×9の81マスで構成される目標達成ツールとしてよく利用されるフレーム

ワークです。 81マスの中心に達成したい「目標」を記入し、周囲のマス目一つ一つに、その目標を達

成するために必要な「要素」や「アイデア」を書き出していきます。すると、漠然とした思考が整理

されて成すべきことが明確になってくる、というツールです。 

※マンダラチャートは一般社団法人マンダラチャート協会の登録商標です。  

 大谷翔平選手が高校時代の監督に薦められ

て目標達成シートを作成し、夢を叶えたと話

題になったので、ご存じの方もいるのではな

いでしょうか？ 

 もともとマンダラチャートは、仏教の「マ

ンダラ」から連想され、1979年にクローバ

経営研究所の松村寧雄氏により「人生とビジ

ネスを豊かにする」ために開発されたそうで

す。中心に据えたテーマに全体と部分と関係

を描き出し捉えることで、気づきやひらめき

が生まれる。 

 Amazonでもマンダラチャートを書き込め

る専用ノートが様々販売されています。  

 戦略をスタッフと共有する方法を模索していた時に出会ったのがこのフレームワークです。 

①全体俯瞰、②流れと関係性、③細部の3つの視点を複合的に表現でき、アイデア出しにも使いやすい

ため、戦略共有の中心ツールとして、インフィニティ/インプルーブで利用し始めています。 

また、戦略だけではなく、あるテーマを分解して分析する、スタッフのスキルマップや目標シートと

して利用するなどに利用可能ではないでしょうか。 

以前マインドマップを学んだことがあるのですが、自由度が高かったり、アイデアの発散をするため

で収束するのが難しかったり、スタッフに共有することが難しかったのですが、こちらのツールであ

れば共有しやすく、運用しやすく感じています。 



Special Feature 

新サービス：SUISHIN-スイシン 助成金/補助金コンサルティングサービス 

 おそらく一度は利用（しようと）したことがある「助成金」、単発の申請で終わっていませんか？ 

「顧問社労士から情報が提供されない」、「申請の度に着手金がかかるのが面倒」、「自社で利用で

きるのか、誰に相談すればいいかがわからない」等が理由ではないでしょうか？ 

 もし、『毎年自分の会社に適用できる助成金情報が提供』され、『申請/相談し放題』の環境があ

り、毎年自由に使えるお金が計画的に手に入るのであれば、経営が楽になると思いませんか？さらに

事業拡大に向けて新たな投資をする際は『補助金に関する相談』も可能。スイシンは、このような課

題をお持ちの企業にオススメの助成金/補助金コンサルティングサポートサービスです。 



Special Feature 

新サービス：SUISHIN（スイシン） 助成金/補助金コンサルティングサービス 

 ご興味があるお客様は是非一度インフィニティまでお声がけください！ 



About INFINITY 

サービス改善：サポート番号変更 

 ご契約中のお客様には2月末から3月頭にかけてご案内いたしましたが、4月1日よりサポート電話番

号が変更となります。コロナ禍が始まる直前頃からテレワークでも柔軟に社用スマホ（iPhone）でお

客様のサポートを受けられるように、BIZTEL（ビズテル）というサービスを利用開始し、検証も含め

て、既存の電話番号をBIZTELに転送するカタチで運用をしていました。検証も問題なくもっとスムー

ズにサポートを行っていくためにBIZTELの機能を最大限利用していくために、この度BIZTELの電話

番号へシフトすることとなりました。同様にサポートでお受けしていたメールアドレスも「110番

サービス」から「ササエルサービス」へ本格的にシフトしていくために変更となります。サポートご

契約中の皆様にはお手数をおかけして申し訳ございませんが、ご理解いただけると幸いです。 

新商品：ブラウザからシンクライアント環境へ接続 - Ericom Access Now 

 ブラウザからクラウドサービス（Microsoft365 / Google Workspace / Zoho 等）を利用すること

が増えていく中で、ブラウザからシンクライアント（デスクトップ）環境に接続できるようになると

「Chrome Book」などのブラウザしか搭載されていないノートパソコンでもすべての業務が行えるよ

うになります。そんな便利な接続方法を可能にするのが「Ericom Access Now」です。Ericomは

元々リモートデスクトップ通信を圧縮し、高速化するためのツールでしたが、Access Nowはedge/ 

Chrome等のブラウザからリモート接続が可能になる専用ツールです。 

 シンクライアント環境を更に便利にするツール「Ericom Access Now」。是非、貴社の環境に加え

てみませんか？ご興味があれば是非お問い合わせください！ 



About improve 

サービス改善：サイトリニューアル 

 新サービス：SUISHINを開始するにあたり、インプルーブのサイトをリニューアル

しました。 

 「利益を生み出すワクワクする戦略」をテーマにコンサルティングサービスで企業の

成長促進のお手伝いをしていきます。「30秒で受給可能な助成金を診断する」特別サイ

トも開設しましたので、是非、右のQRコード、「improve.co.jp」または「コンサル 

improve」と検索してご覧ください。 

https://www.improve.co.jp/


Technical Information 

年間200万人が利用するクラウド受付システム

「内線電話での取次」は来客者・取次担当者の受付業務パフォーマンスを悪化させてしまう大きな要因です。 

『RECEPTIONIST』は「内線電話を使わないこと」をコアコンセプトとして、受付経験やノウハウをもとに開発

されたクラウド受付システムです。豊富なツール（ビジネスチャットやモバイルアプリ、SMS等）と連携し、担

当者に直接お客さまの来訪を通知します。担当者に直接来客を通知することで取次を0にし、履歴も自動でクラウ

ドに保存します。ハイブリッドワークも対応するクラウド受付システムです。  

 コロナ禍が収束していく今、対面で

の訪問が増えていきます。人手不足の

今、なるべく受付業務も自動化してい

きたいものです。そこでオススメなの

が「RECEPTIONIST」。ビジネス

チャットを使って社内の担当者を直接

呼び出す、『クラウド受付システ

ム』です。 

元受付嬢が開発 

使いやすさにこだわったシステム 

 11年以上企業受付をした代表の経験から、非効

率な受付業務を自動化し、ITが苦手な方でも簡単

に使えるように設計。人にしかできない仕事に集

中できる環境づくりに貢献します。 



あとがき－Editor’sNote 

発行元：株式会社インフィニティ 

代表取締役 大畑祐貴 

〒460-0002 

愛知県名古屋市中区丸の内 3丁目17-29 

丸の内iaビル7階 

☎ 052-228-0417 

✉ support@infinity-i.co.jp  

 

2023 

Mar. 

i SHARE 
編集・制作 

安藤 玲子 

          

Let’s 

TRY 

 セキュリティ対策にはたくさんの方法があります。組織

として導入するファイヤーウォールやゼロセキュリティも

大切ですが、最後は一人ひとりの対策が重要になります。

例えば、外出時にお客様の情報や仕事のパスワードなどを

口にすることで情報が洩れることがあります。同じように

「カフェでテレワーク」と言うとおしゃれですが、情報漏

えいのリスクは伴います。 

 外出時には、社内情報やお客様情報についてお口に

チャックをするように、パソコンやタブレット、携帯には

ロックを掛けましょう。パソコンにロックを掛けるには、 

・Windows：Windowsキー + L  

・mac：control + command + Q  

です。もちろん、時間の経過でロックが掛かる設定をして

おくと安心ですが、ロックが掛かるまでの時間に画面を見

ることが可能になってしまいますので、社内外問わず席を

立つときはロックをする習慣をつけるといいですね。ただ

し、パスワードの設定をしておかないと、ロック画面から

何かキーを押してしまえば画面が見えてしまうので、併せ

てパスワードも設定しましょう。 

 冒頭にも記載しましたが、会社組織として行うセキュリ

ティだけでは、対策としては不十分です。会社で対策をし

ていても、個人が情報を漏らしたり、公開（その気がなく

ても）していたら

会社での対策は意

味 が な く な り ま

す。セキュリティ

対策の習慣付けを

しましょう。 

画面のロック 

 2月が終わりやっと春が近づいてきたと感じるこ

の頃ですが、今年は年が明けてから大寒波襲来の

ニュースが2度ほどありましたね。1月に至っては

10年に1度の大寒波でした。地球温暖化しているは

ずなのに、なんで大寒波が来るのか謎です。ざっ

と調べたところによると「温暖化で空気中の水蒸

気量が増えている。それが、豪雨と同じように降

雨量が増え、寒いから雪になった」ということら

しいです。雪が大量に降ることがあっても、全体

としては降雪量は減っていることから、やはり温

暖化しているということなのでしょうね。 

 ウォーキングに良い季節到来です。1万歩を何日

継続できるかなぁ。がんばります！ 


